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　遺跡は、丸
ま る せ っ ぷ

瀬布市街の北東側約2㎞に位置し、湧
ゆうべつ

別川

右岸の段丘面上、標高175m前後に立地しています。　 

　遺構は、遺物集中６か所、炭化物集中１か所があり、 

遺物は、多くの剥片を含む石器のみで、石鏃・石槍・両

面調整石器・スクレイパー・二次加工ある剥片・石核・

原石などが出土しました。

　遺物集中は、石槍の未成品や製作途中の欠損品を含む

もので、剥片素材の石槍製作を中心に行った跡と考えら

れ、時期は、石鏃・石槍の形状、縦長剥片などから、縄

文時代中期後半から後期前葉と推定されます。

　石器以外の遺物や遺構が検出されていないことから直

下の湧別川で採取できる黒曜石を利用した小規模な石器

製作跡であったと推定されます。

○遠
えんがる

軽町金
かなやま

山６遺跡

○平成25年度の発掘調査（追加）

遺物集中４・５

○千
ち と せ

歳市キウス３遺跡

　遺跡は、道東自動車道千歳東インターチェンジから東

北東へ約700ｍ、馬
ま お い

追丘陵の西側緩斜面に位置していま

す。調査区域の標高は23 ～ 26ｍで、北側はチャシ川（モ

ウシ川）の源流部にあたります。遺跡から北西へ約300

ｍの地点には、縄文時代後期の集団墓地として知られる

キウス周堤墓群（国指定史跡）があります。

　発掘調査は、約2,500年前の樽前ｃ降下軽石層より下

の土層について行いました。住居跡などの遺構は見つか

りませんでしたが、土器約700点、石器等約50点が出

土しました。土器は縄文時代後期中葉・後葉のものが多

く、注口土器の破片もあります。石器では磨製石斧の破

片と石鏃が目に付きます。また、旧石器時代の細石刃が

１点出土しています。

○千
ち と せ

歳市キウス11遺跡

　遺跡の発掘調査は、平成24年度にも行われており、

土器約900点、石器等約70点が出土しています。今回

の調査区域は、チャシ川の源流部北側にあたる部分です。

標高は18 ～ 22ｍで、源流部の沢地形を挟んだ南側にキ

ウス３遺跡があります。

　発見された遺構は、土坑・土坑墓34基、焼土19か所、

礫集中２か所で、縄文時代晩期後葉と続縄文時代後半

の時期のものに分けられます。後者の時期の土坑墓に

は、土器を壊して納めたものや、数十個の礫が詰め込ま

れたものもあります。遺物は、上述した時期の土器が約

10,700点、石器等が約2,600点出土しました。石器は、

黒曜石の円形掻器と楔形石器が目に付きます。また、礫

の破片が多いことも特徴です。

調査状況

土坑墓
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事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

北
海
道
開
発
局

国
土
交
通
省
　

札幌開発建設部
道央圏連絡道路泉郷道路工事 千歳市

キウス３ 3,663

キウス 11 963

国営かんがい排水事業 長沼町 幌内 A 1,043

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

大平１ 1,700

大平４ 1,420 

札苅７ 10,690

室蘭開発建設部 厚幌導水路工事 厚真町 厚幌１ 1,400 

網走開発建設部 旭川紋別自動車道遠軽地区 遠軽町 金山６ 1,587

機
構

運
輸

鉄
道

鉄道建設本部
北海道新幹線建設局 北海道新幹線建設事業 木古内町 新道４ 745

北
　
海
　
道

胆振総合振興局 厚幌ダム建設事業 厚真町

オニキシベ１ 3,314 

イクバンドユクチセ２ 1,174

イクバンドユクチセ３ 9,321

上幌内３ 8,545 

上幌内５ 300 

合計 45,865 

○平成25年度発掘調査一覧

○厚
あ つ ま

真町厚
あっぽろ

幌１遺跡

○木
き こ な い

古内町新
しんみち

道４遺跡

　遺跡は、厚真市街地から北東へ約10km、厚真川上流

部の河岸段丘上にあります。平成14年度以来、厚真町

教育委員会が４次にわたり発掘調査を行っています。

　今回の調査において、縄文時代では竪穴住居跡１軒、

土坑１基、Ｔピット17基、焼土２か所のほか、遺物集

中が10か所見つかりました。竪穴住居跡は掘り込みが

浅く石組み炉の痕跡があり、後期初頭の土器を伴ってい

ます。Tピットは溝状のものが多く、列をなしています。

縄文時代の遺物は早期～晩期の各時期の土器・石器等が

あり、後期初頭のものが最も多く出土しています。

　また擦文文化期では、土坑１基とその周辺から１個体

分の土器（甕）が出土しました。

　遺跡は、JR木古内駅から南西へ約２㎞、海岸線から

約1.3㎞入った木古内川下流右岸の標高15 ～ 20ｍほど

の平坦な海岸段丘上に立地しています。昭和59 ～ 61年

度に津軽海峡線建設に伴って発掘調査が行われており、

今年度の調査範囲745㎡は、この時の隣接地になります。

　遺構は、竪穴住居跡10軒、土坑41基、柱穴様小ピッ

ト52基、焼土14か所、盛土遺構１か所がみつかってい

ます。竪穴住居跡のうち２軒は、入口施設のある縄文時

代後期後葉の焼失住居です。土坑のうち５基は前期後半、

２基は後期後葉のフラスコ状土坑です。

　遺物は、約５万点が出土しました。主要な土器は、縄

文時代後期前葉と後葉、晩期中葉のものです。また、土

偶片や石刀などの土・石製品も見つかっています。

竪穴住居跡などの調査

竪穴住居跡などの調査
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ようになると、動物遺存体の出土状況の意味するところの

重大さが理解できるようになります。大型の哺乳類の骨な

どはバラバラに出土するのですが、ブリは頭部の骨ばかり

が集中して出土する場所があり、群れで回遊してくるブリ

を大量に捕獲し、一斉に保存加工するための解体が行われ

ていた可能性があるとみられます。それに対しマダイなど

は数個体分の全身の部位がまとまって出土しており、魚類

による出土傾向の違いがあったのです。縄文人の生業が直

接感じられ驚きました。これはごく狭小な範囲での調査で

あり、一概には言えないのですが、調査段階での種の同定

や出土状況の確認の重要性に気付いた現場でした。

　　　　　　　　

　　　

　

（第１調査部第３調査課　課長　土肥　研晶）

○白
しらおい

老町虎
こじょうはま

杖浜2遺跡と動物遺存体

　一般国道 36 号登別拡幅工事に伴う白老町虎杖浜 2 遺跡

の当財団の発掘調査は平成 11 年度から始まり、最終的に

は平成 20 年度まで断続的に続きました。遺跡内の貝塚資

料については、平成 12 年 3 月 31 日に始まった有
う す ざ ん

珠山噴

火による緊急雇用対策事業で一部水洗・選別作業が行われ、

平成 13 年度に私が調査に携わった時には、貝層をすべて

回収し、水洗・選別・分析する計画が整いました。

　虎杖浜２遺跡では、過去の調査で貝塚が 2 か所（A 貝塚・

B 貝塚）が確認されており、このうちの A 貝塚が調査範

囲に入るのですが、真下を通る虎杖浜トンネル修復工事の

際に壊され、貝層は斜面下に押され堆積する状況でした。

この「攪乱貝層」をすべて回収し、膨大な動物遺存体の分

析を行うため、現場期間中の毎月各 1 週間、貝塚研究の

第一人者である金子浩昌氏に来ていただき、直接指導を受

ける計画でした。調査開始後間もなく A 貝塚の一部が残っ

ていることが判明し、水洗・分類のほか発掘調査にも追わ

れる毎日のなか、先生が来られました。登別駅にお迎えに

行った際はたいそう緊張しましたが、お話をすると大変気

さくな方で、骨格の図解概説からはじまり、現場調査でも

多くのご指導をいただきました。当時センターでは職員に

パソコンが貸与され始めた年でしたが、先生もパソコンを

始められたときで、夜は二人でパソコンの練習、昼間は骨

の分類指導を受ける日々を過ごしました。先生の来られて

いる間は、寝る時間以外は食事も風呂もずっと一緒で、多

くを学びました。

　標本の大切さは日頃より指導を受けていたところです

が、作業が進むにつれ手持ちの標本の不十分さを痛切に感

じました。縄文時代前期の虎杖浜２遺跡周辺の環境は、温

暖な気候の影響で海面が上昇し河口域には汽水湖が発達し

ていたとみられ、外洋に面してはいるものの、ヤマトシジ

ミが多い貝塚で、魚類では大型のブリやマダイが大量に出

土しました。当初標本のあったフクラギや、スーパーで購

入した鯛の骨ではあまりにも大きさが異なり、骨の分析に

不慣れなうちは比較すらできないのです。標本を充実させ

るため、毎日調査を終えると、日が落ちて目が利かなくな

るまで海岸を歩き、漂着したものを拾ったり、ハマチを購

入したり、ご協力くださった漁港の関係者から、いろいろ

な魚をいただいたりしました。魚だけでは不十分で、作業

員の皆さんにも「骨を集めている人がいる」と噂を流して

もらったところ、「うちの牧場にワニの骨が落ちている」

とか、宿の仲居さんから「国道でシカがはねられている」

などの情報が寄せられたりしました。どんな情報でもせっ

かく下さったものなので出向き、持ち帰れるものはいただ

いてきました。

　数か月経過し、標本も増え、骨の部位がある程度見える

調査状況を見守る金子先生

ブリの集中出土状況　 マダイの集中出土状況

いただいた魚類 発掘調査の状況
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　写真１は北海道最初の写真師である田本研造と木津幸吉

が慶応３年（1867）に撮影した松前城（福山城）の古写真

です。木津は幕末の箱館で写真技術を学び、元治元年（1864）

頃、箱館の新地新町（現在の舟
ふ な み

見町）に長崎、横浜に次ぐ

日本の写真発祥地の一つとなる写真館を開きました。

　私は、平成 22 年 8 月より 12 月まで松前町福山城下町

遺跡の調査を行いました。調査にあたりこの古写真を見て、

私も幕末の写真師を気取り、同じ地点から松前城を撮影し

たいと思いました。教育委員会の佐藤雄生さんに撮影地点

が調査地点に近い法華寺であることを教えて頂き、薮を分

け入り撮影したのが写真２です。安政元年（1854）に完

成した松前城は、昭和 24 年に町役場からの出火が飛び火

して焼失しました。松前町は北海道唯一の城下町であり、

そのシンボルである現在の天守は、昭和 36 年に鉄筋コン

クリートで再建された「復興天守」です。

　さて２枚の写真を見比べていて、気付いた事がありまし

た。古写真に写っている家と同じ場所に、現在も家が建っ

ているということです。つまり松前町は、江戸時代から現

在まで地割（土地区画）が変わっておらず、江戸時代の人々

が寝起きしていた所で現在の松前の人々も寝起きし、歩い

ていた道を自動車や自転車で通っているのです。

○一枚の古写真　－江戸時代の松
まつまえ

前城下町－
　もう一度古写真に目を移してください。城下に家や漆喰

壁の蔵が立ち並び、その屋根が瓦葺きと板葺きの石屋根が

混在している様子が窺われます。調査地点は、当時「蔵町」

と称される町屋でした。調査によって蔵の礎石（写真４）、

掘立柱の礎石、地割のための溝や井戸が確認されました。

そして、焼けた石や瓦を穴を掘って埋めていたり、集積し

ている所（写真３）がありました。松前町は、海岸の先端

に位置することから常に風が強く、一度火災が発生すると

大火となりました。正保元年（1664）～明治３年（1870）

にかけ「蔵町」で 12 件の火災が起きた記録があり、焼け

た石や瓦は火災が起こった後に瓦礫を処分した跡なので

す。古写真や文献に残された記録が、発掘調査により実証

されることとなりました。

引用・参考文献

松前町『松前町史』（1984）

松前町『史跡福山城保存整備基本設計書』（1999）

松前町『概説　松前の歴史』（2006 改訂）

北海道新聞社編『はこだて写真帳』（2010）

（財）北海道埋蔵文化財センター『福山城下町遺跡』北埋調報 290（2012）

（第 1 調査部第 2 調査課　主査　菊池　慈人）

写真１　江戸時代の松前城（函館市立中央図書館所蔵）

写真２　現在の松前城

写真３　火災後に処分した石や瓦

写真４　蔵の礎石
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事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

北
海
道
開
発
局

国
土
交
通
省
　

札幌開発建設部
道央圏連絡道路泉郷道路工事

千歳市
キウス３ 1,267

トプシナイ２ 4,528

長沼町

幌内Ｋ 2,646 

レブントン川左岸 2,184

レブントン川右岸 297

根志越地区遊水地整備事業 千歳市 根志越５ 2,000

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

大平４ 7,119

札苅７ 3,606

札苅８ 640

亀川５ 6,146

泉沢５ 7,144

北
　
海
　
道

胆振総合振興局室蘭建設管理部 厚幌ダム建設事業 厚真町

上幌内３ 5,480

上幌内４ 900

ショロマ４ 4,000 

オニキシベ３ 14,830 

釧路総合振興局釧路建設管理部 根室半島線 根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群 2,910

合計 65,697

○平成26年度発掘調査予定一覧

○公益財団法人北海道埋蔵文化財センター平成25年度発掘調査成果展のご案内

　発掘調査成果展は、当センターが行った遺跡調査につい

て最新の成果を紹介する特別展示です。発掘調査で出土し

た土器や石器などの遺物はもちろん、ここでしか見られな

いような貴重な資料の出展もあります。遺跡の様子や発掘

の様子なども豊富な写真や図を用いて紹介するとともに、

調査によって明らかになったことなどをわかりやすく解説

いたします。

　平成 25 年度は、重要遺跡確認調査も含め、道内の６市

町、15 か所の遺跡で発掘調査を行いました。これらの遺

跡すべてを写真パネル、解説パネルにて紹介いたします。

今回はこれらの遺跡のうち、11 か所の遺跡から出土遺物

の出展を予定しております。

　出展予定の遺跡は道内各地にわたっています。道南では

木古内町大平１遺跡、大平 4 遺跡、札苅 7 遺跡、新道 4 遺跡、

せたな町大成区都遺跡があります。道央部では千歳市キウ

ス 11 遺跡、厚真町上幌内 3 遺跡、厚幌 1 遺跡、イクバン

ドユクチセ２・3 遺跡があり、道東では遠軽町金山６遺跡

があります。

　展示される遺物も各時期にわたっています。最も多く出

展されるのは土器です。土器には、縄文時代前期から中期、

後期、晩期、続縄文時代、擦文時代のものがあります。

　出土した場所や状況から遺物のもつ意味を考えることが

できるのも成果展ならではの機会です。キウス 11 遺跡の

続縄文時代の土器や大平１遺跡の縄文時代晩期の土器は、

土坑墓に伴って出土した副葬品と考えられています。大平

４遺跡、札苅７遺跡からは縄文時代後期の竪穴住居跡に

伴って出土した土器、石器が出展されます。幌内 3 遺跡

からは平地住居跡から出土した擦文土器が展示されます。

　石器では、縄文時代中期から後期にかけての黒曜石の石

器製作跡と考えられる遠軽町金山６遺跡から石槍、石鏃な

どが出展されます。

赤色漆塗櫛など遺物出土の様子（木古内町大平１遺跡）

　【担当調査員のこころに残ったセンター調査遺跡・遺物】

　当センターが発掘調査した遺跡・遺物などについて、当時の担

当調査員のこころに強く印象が残っている事柄を連載しています。

今回は、土肥課長と菊池主査が担当いたしました。
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○お知らせ

　今回は特に、工芸技術的に優れた遺物も注目されます。

大平１遺跡から出土した赤色漆塗櫛は縄文時代晩期の土坑

墓から出土しました。同じ墓から出土したアオザメの歯と

ともに展示の予定です。

　出展予定の中には、数年間にわたって整理作業をおこ

なってきた成果の紹介もあります。北
ほ く と

斗市館
た て の

野６遺跡は、

平成 20、21 年に調査されましたが、膨大な数の土器復原

作業をはじめ、今なお整理作業が継続されています。復原

された縄文時代前期の円筒土器数十点がエントランスホー

ルに列びます。また、常設展示室にて継続展示中の福
ふくしま

島町

館
たてさき

崎遺跡の円筒土器群も、整理の進行状況によって展示内

容が変化しています。ご注目ください。

　その他にも、当センターで保存処理が行われた貴重な資

料の公開や、当センターが北海道立埋蔵文化財センター事

業として行っている重要遺跡確認調査の成果も紹介する予

定です。今回は、芦
あしべつ

別市野
の か な ん

花南周堤墓群での発掘調査につ

いて展示いたします。

　展示期間中の 4 月 19 日（土）には、発掘調査報告会を

行います。各遺跡調査についてスライドを用いた報告と、

展示会場では各遺跡の調査担当者が展示解説を行います。

あわせてご利用ください。

　なお、展示内容につきましては変更の場合もありますの

でご了承願います。

＊平成 25 年度発掘調査成果展

期間：平成 26 年 3 月 29 日（土）から 6 月 15 日（日）（予定）

場所：北海道立埋蔵文化財センターエントランスホール・

　　　常設展示室

＊平成 25 年度発掘調査報告会

日時：平成 26 年 4 月 19 日（土）13:30-16:00（予定）

場所：北海道立埋蔵文化財センター 2 階研修室 重要遺跡確認調査（芦別市野花南周堤墓群）

出番を待つ北斗市館野６遺跡の円筒土器

　　（公財）北海道埋蔵文化財センターは、平成 26 年度から平成 29 年度まで、北海道立埋蔵文化財センターの指定管理者として

管理運営を行うことになりました。

＊利用案内

　開館時間：9 時 30 分～ 16 時 30 分

　休館日　：月曜日・祝日・年末年始

　　　　　　祝日開館日、臨時休館日については、センターに

　　　　　　お問い合わせください（TEL 011-386-3231）。


